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１．はじめに

　旧石器時代から縄文時代への移行期石器群の様相につ

いての研究は，新資料の蓄積に加えて既出資料の再検討

を通じ，新たな問題点の整理や検討すべき研究課題点が

浮き彫りになりつつあるとの印象が強い．注視すべきは

神子柴文化から隆起線文土器文化への移行に関する資料

評価並びに再検討等が進み，縄文文化成立期の様相が列

島規模で議論可能な素地が整えられつつある点である。

その意味において標遺跡である神子柴遺跡（林茂樹・上

伊那考古学会2008），唐沢 B 遺跡（千曲川水系古代文化

研究所1998，下村他2009）等の報告書刊行や田沢遺跡

（東北大学大学院文学研究科考古学研究室2018），日向洞

穴（長井2019），上黒岩岩陰遺跡（小林謙一・工藤雄一

郎編2012）などの再整理，そして神子柴遺跡と共に当該

期研究の論争の火種となった本ノ木遺跡（津南町教育委

員会2016）に関わる一連の研究等，当該学史的資料の再

整理・検討が果たした役割は極めて大きいと言わざるを

得ない．特に移行期研究の基準・定点ともなった福井洞

穴の再調査とその研究成果（東北大学大学院文学研究科

考古学研究室2015，佐世保市教育委員会2016）が公とさ

れた点についても見落とすことはできない．こうした既

出資料群の考古学的な再検討に併せ，土器付着炭化物の

炭素年代及び同位体分析に関する理化学的分析は，型式

学的な分析に於ける恣意的解釈に対する危険性を再認識

させると共に，当該期土器群の評価に際しては当該分析

手法の採用が不可欠であることを強く印象付けることと

なった．

　そのような研究現状を俯瞰する時，1994年に調査され

た岐阜県北部に位置する宮ノ前遺跡は，中部地方北部に

於いて希少な草創期～早期の遺跡，しかも隆起線文の他

に爪形文，回転縄文，表裏縄文，押型文など複数土器型

式が同一遺跡から検出された稀有な遺跡であることは多
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　さて，宮ノ前遺跡は，国道360号バイパス建設に先立

つ確認調査で発見された遺跡で，1993年に開始された発

掘調査の範囲は5000ｍ²にも及び飛騨地域でも規模の大

きな発掘調査となった．遺跡は字名によって宮ノ前地

点・前田地点の二つに区分けられているものの，本来は

同一遺跡として理解すべきである点については改めて説

明するまでもない．旧石器時代～縄文時代の主だった遺

物群は前田地点と命名された南側エリアから検出されて

おり，本論で分析対象とした草創期～早期の土器資料群

も当該地点からの出土である（図5）．宮ノ前遺跡（前

田地点）の注視すべき特徴としては，旧石器時代終末か

ら縄文時代早期に亘る遺物群が同一遺跡から検出された

点にあり，とりわけ各期遺物群が層位的関係性を保持し

た状態で発見されたことにある（岐阜県宮川村教育委員

会1998）．内陸部地域では洞穴遺跡を除いて，このよう

に複数土器型式が層位を違えつつ発見されることは極め

て稀な事例と言えるであろう．

　宮ノ前遺跡からは，旧石器時代終末のナイフ形石器や

細石刃から早期押型文土器へと連綿と続く石器・土器群

の出土が確認されている．これら遺物群の層位的な出土

状況については報告書中に於いて簡潔且つ要領よく触れ

られており（図6），ここでは本論との関係上で特に重

要と思われる各期包含層やその広がり，出土遺物につい

ての記載を抜粋しておこう．

第�10層：青灰褐色粘土層（密接施文の押型文土器・層厚

10-20ｃｍ）

第�11層：灰褐色少粒砂層（密接・帯状施文の押型文土器・

層厚20-33ｃｍ）

第�12層：暗紫褐色粘土層（帯状施文の押型文土器・層厚

10-25ｃｍ）

第�13a 層：黄褐色少粒砂層（表裏縄文土器・層厚10-

30cm）

第�13b 層：暗青灰褐色粘土層（表裏縄文土器と爪形文土

器・層厚6-15ｃｍ）

第14層：灰褐色砂層（石器少量・層厚7-19ｃｍ）

第15層：灰褐色砂礫層（隆起線文土器・層厚25-50ｃｍ）

第�16a 層：青灰褐色シルト層（細石刃 ，尖頭器，先刃

掻器他・層厚12-25cm）

第16b 層：灰褐色細粒砂層（土器・層厚10-20cm）

くの研究者の間でも注目されてきた（岐阜県宮川村教育

委員会1998）．とりわけ各種土器群と共伴関係にあると

考えられる石器群については，旧石器時代のナイフ形石

器に始まり細石刃石器群や草創期に通有な組成（細石核・

刃部磨製石斧・石槍・石鏃・掻器・削器他）を認めるこ

とができ，当該地域のみならず広域的な旧石器時代～縄

文時代への移行に関する注目すべき基準資料と高く評価

されることが多い．

　こうした宮ノ前遺跡出土資料の重要性を鑑み，資料を

保管・管理する飛騨市教育委員会のご理解とご協力を得

て，2018年度に土器付着炭化物の放射性炭素年代及び炭

素窒素同位体分析を実施することができた．今回，採取

した47点のうち放射性炭素年代測定が得られた29点の詳

細について公表すると共に，派生する幾つかの問題につ

いても触れてみたいと考えている．

２．遺跡立地と層位

　岐阜県高山市を流れる宮川は飛騨市域を北流した後，

北アルプスの穂高山麓を水源とする高原川と合流して神

通川と名前を変え，その流路を真北へと変えつつ富山平

野へと流出している．宮ノ前遺跡は宮川が飛騨の盆地を

抜け，山間部を蛇行するなかで形成された左岸段丘上 

に位置し，付近は宮川中流域にあって東西から迫る山塊

が比較的穏やかな傾斜を持った小盆地状の景観を呈して

いる．しかしながら付近の地形は複雑であり，遺跡は牛

山という独立丘に近い小山南側の裾野に接するように残

されているが，過去には宮川本流がこの牛山を大きく北

側に迂回した流路を有していたことが地形・地質学的な

研究から明らかとされている．その後の河川浸食や地殻

変動によって大きく湾曲した流路自体が変わり，宮川本

流は現在に見られるような略東西方向に流路をとったこ

とで，嘗ての流路部を断ち切るように新たな段丘面が形

成されるに至った（図2）．このような複雑な流路変更

を伴う段丘面形成を要因として，宮ノ前遺跡を挟んだ南

北箇所には旧流路部が観察され，遺跡は微視的観点から

見れば南北方向にやや傾斜を持つ微高地状の立地条件下

に存在したことが確認できるのである．
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図４　宮ノ前遺跡の遠景（▼） 

図１　宮ノ前遺跡の位置（●印） 

図２　宮ノ前遺跡調査区 

図３　宮ノ前遺跡の近景
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図５　宮ノ前遺跡調査句と土層堆積（アミ部は草創期文化層） 

　「9列で確認された隆起線文土器の包含層

は，13･14列付近では途切れ，細石刃核の包

含層についても12列付近で途切れることが確

認された．このシルト層には， 隆起線文とは

異なる土器片をはじめ，先刃掻器や円形掻器・

尖頭器に伴って，青灰色細粒砂層のものとは

異なる削片系の細石関連資料が包含」

　各土層が調査区全域に亘って，均質的な堆

積状況を示すものでない点については改めて

述べるまでも無いが，土器・石器群の型式及

び其々の編年的見地からも土層堆積状態並び

に出土遺物等の相関関係に疑問を挟む余地は

少ない．本遺跡が位置する中部地方北部地域

に於いて，最下層の小型ナイフ石器群から細

石刃石器群，そして神子柴系石器群を介在し

た後に隆起線文土器，その上位に表裏縄文土

器群，更に黒鉛を含んだ帯状施文の沢式押型

土器群や密接施文の押型文土器群へと，連続

的な移行が層位的に確認された意義は大きい

と言わざるを得ないし，同様な草創期～早期

へと連続する土器型式群の存在が確認できる

事例については寡聞にして知らない．研究者

が本遺跡に注目する最大の理由はこの点に在

ると言っても過言ではなく，今回，我々が土

器群の放射性炭素年代を中心とした理科学的

分析を試みたのもそうした資料的評価に基づ

いたものと言える．これまで草創期から早期

初頭にかけての資料に乏しく，従って放射性炭素年代の

データも少なかったこの地域に於いて，同一遺跡から土

器付着炭化物を回収して炭素年代及び同位体分析のデー

タが得られた意義は大きものと考えている．

３．分析試料（土器）

　宮ノ前遺跡から出土した土器群は草創期から晩期にま

で及び，報告書では13期に細分されている．今回の分析

に先立ち草創期～早期の土器資料群を対象として付着炭

第17層：青灰色細粒砂層（細石刃・層厚22-56cm）

第18層：灰褐色砂層（小型ナイフ型石器・層厚20-27cm）

第19層：地山層：砂・シルト・粘土の互層

　加えて，宮ノ前遺跡前田地点の中心部では旧石器時代

終末から草創期への移行に係わる，次のような層位関係

に関わる調査所見が得られていたことも記されている．

　「第16層は，削片系細石刃核および神子柴型尖頭器を

指標とする．第17層は円筒型（角柱状）細石刃核を指標

とし，第18層は小型ナイフ形石器を指標とする層」

　「9列及び10列を中心に広げ ･････ 灰褐色砂礫層から

隆起線文土器片が ････ 青灰色細粒砂礫層から円筒形（角

柱状）細石刃核が出土」
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図７　代表的な出土遺物 

図６　土層堆積と出土土器の関係 
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図８　分析対象土器 
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ものの，比較的に均一な文様構成を持つとの印象がある．

斜走する縄文施文は口唇部直下を始点としており，僅か

の資料に当該箇所に指頭圧痕（20図11･12）を留めた例

や１条の側面圧痕文が配された例もあるが，今回の分析

資料中にそうした口縁部文様帯を持つものを認めること

はできない．また，本型式群の一つの特徴として見落す

ことができないのが口縁部形態にあり，肥厚した襟状段

帯を持たない一方で殆どの資料も大きく「く」の字状に

外反屈曲し，その口唇の多くに縄文施文を確認すること

ができる．本型式に於ける土器底部の破片は見当たらな

いが，平底ではなく尖底であったと推察される．

2-3　押型文土器群

　押型文土器は10層 ･11層 ･12層にわたって包含されて

いたと報告されている．最下層の12層からは本地域に特

有な胎土中に黒鉛を混入させた帯状施文を特徴とする沢

式押型文土器押型文が，上層の10層からは密接施文の押

型文，中間層である11層からは密接施文・帯状施文双方

の型式の押型文土器が検出されたと報じられているが，

残念なことに報告書中に於いて層位別にそれらの土器型

式を概観することはできない．

　報告ではこれらの押型文土器群は施文具や施文方法，

口縁部形態，胎土中の黒鉛・植物繊維などの有無によっ

て6群に細別されている．こうした土器属性に依拠した

細別分類が直ちに型式差として時間的な前後関係へと結

びつく要素とは言い難く，寧ろ大局的に見ると次の三群

に区分するのが妥当と言えようか．即ち，横走＋縦走す

る帯状の山形文が文様構成を担い，土器胎土中に黒鉛を

含む所謂「沢式」の一群，山形文や格子目文，楕円文が

帯状に横位方向に展開し，一部で縦方向への文様も配さ

れた一群，そして楕円文を主体に山形文，少数ながら格

子目文が横位方向に密接施文された構成を持つ一群（更

に器壁の厚さや胎土中への植物繊維の有無によって細分

可能か），という区分である．

　残念ながら今回の分析資料では，最も新しいとされた

10層を中心に検出された楕円文・山形文を横位に密接し

て施文した一群についてのデータを得ることができな

かった．しかしながら，典型的な沢式の一群（第23図

19･33･35･33･38）を中心に複数資料の分析を行えたこと

化物の有無に関する検証を行い，47点の資料について炭

化物の付着を確認したうえで29点の資料について炭素年

代を得るに至った（図8）．ここでは先ず，29点の土器

型式についての概要を捉えておくことにしよう．

2-1　隆起線文土器群

　15層及び16層が隆起線文土器の包含層とされており，

出土した資料のうち5点の土器について炭化物の付着を

確認することができた．このうち16層から出土したとさ

れる2点（第19図3･18）については，隆起線文土器に先

行する可能性も指摘されてきた資料で（栗島2005），そ

のうち後者については報告書中にても「豆粒文」と報告

された経緯を持った資料である．両者とも器面整形は入

念であるが明確な文様は認められず，口縁部への円形粘

土粒の貼付の他には口唇部に刻み目を有することを特徴

としている．

　隆起線文土器3点（第19図1･7･10）は，何れも約

5mm 幅の波状に加飾された隆線貼付が認められる資料

で，口縁部付近の文様帯を構成している点は間違いある

まい．これらの土器群は15･16層から出土したものとさ

れており，調査時点での所見としては15層が隆起線文の

包含層，そして16層からは粘土粒の貼付された土器や無

文で口唇部に刻文を有する土器類も出土したらしい（図

7）．当該期の土器として他に所謂微隆起線文（第19図

13-17）が発見されているが，残念なことにこれら土器

片からは炭化物の付着を確認することはできなかった．

2-2　表裏縄文土器群

　表裏縄文土器群の包含層は13層であったことが報告書

に明記されている．この13層は a･b 二つに分層されて

おり，13a 層からは爪形文土器の出土が報告されている

ことからやや古相を示す可能性があるが，残念ながらそ

れらに共伴した資料の有無についての詳細報告はなされ

ていない．13層からは押型文土器の出土は皆無とされ，

本層が表裏縄文土器のほぼ単純な包含層であった可能性

を明示している．

　表裏縄文土器群は単節縄文原体の施文を中心としてお

り，斜走・横走する文様が表裏面に展開した資料が圧倒

的に多い．一部では羽状の構成を持つ資料片も存在する

― 155 ―

宮ノ前遺跡出土土器の放射性炭素年代



表２　 前処理回収率とアルカリ処理の条件，およびグラファイト量表１　 採取試料リスト

報告書図版 採取No. 型式 採取面 採取部位

19図 -1 45 隆起線文 内面 胴部

19図 -3 44 隆起線文 内面 口縁部

19図 -7 46 隆起線文 内面 口縁部

19図 -10 1 隆起線文 内面 口縁部

19図 -18 43 隆起線文 外面 口縁部

20図 -1 41 表裏縄文 内面 胴部

20図 -2 48 表裏縄文 内面 口縁部

20図 -6 4 表裏縄文 内面 口縁部

20図 -10 5 表裏縄文 内面 口縁部

20図 -10 6 表裏縄文 外面 口縁部

20図 -11 7 表裏縄文 外面 口縁部

20図 -12 8 表裏縄文 内面 口縁部

20図 -12 9 表裏縄文 外面 口縁部

21図 -4 10 表裏縄文 内面 口縁部

21図 -15 14 表裏縄文 内面 胴部

21図 -16 15 表裏縄文 内面 胴部

21図 -17 16 表裏縄文 内面 胴部

21図 -20 17 表裏縄文 内面 胴部

21図 -22 19 表裏縄文 内面 胴部

23図 -19 25 押型文（古） 内面 胴部

23図 -33 27 押型文（古） 内面 胴部

23図 -35 28 押型文（古） 内面 胴部

23図 -37 29 押型文（古） 内面 口縁部

23図 -38 30 押型文（古） 内面 口縁部

24図 -19 31 押型文（古） 内面 口縁部

24図 -16 32 押型文（新） 内面 胴部

26図 -12 33 押型文（新） 内面 胴部

29図 -10 37 押型文に伴う縄文（新） 内面 胴部

29図 -29 39 押型文に伴う縄文（新） 内面 胴部

報告書図版 採取面 試料重量
（mg） 回収率 温度

（℃）
濃度
（M） 時間 グラファイト

重量（mg）
19図 -1 内面 23.24 51.4% 80 0.01 30分 1.11

19図 -3 内面 6.48 58.0% 80 0.01 5分 0.64

19図 -7 内面 4.21 30.6% 80 0.001 30分 0.69

19図 -10 内面 6.32 46.4% 0 0.01 5分 1.07

19図 -18 外面 15.75 58.4% 0 0.05 10秒 0.99

20図 -1 内面 23.45 62.2% 80 0.01 30分 1.01

20図 -2 内面 33.39 66.0% 80 0.01 30分 0.94

20図 -6 内面 38.5 25.8% 80 0.1 10分 0.72

20図 -10 内面 77.91 41.0% 80 0.1 30分 1.05

20図 -10 外面 11.40 15.4% 80 0.1 10分 0.81

20図 -11 外面 11.31 43.3% 0 0.02 5分 1.04

20図 -12 内面 59.37 30.3% 80 0.1 30分 0.86

20図 -12 外面 23.47 36.4% 80 0.1 10分 0.98

21図 -4 内面 152.62 62.6% 80 0.1 30分 1.04

21図 -15 内面 7.93 43.0% 80 0.01 10分 0.48

21図 -16 内面 35.38 47.0% 80 0.1 10分 0.71

21図 -17 内面 60.21 53.1% 80 0.1 10分 0.76

21図 -20 内面 73.34 54.2% 80 0.1 10分 0.64

21図 -22 内面 7.27 44.0% 80 0.01 10分 0.78

23図 -19 内面 41.26 25.0% 0 0.01 5分 0.63

23図 -33 内面 113.01 30.0% 80 0.1 10分 0.85

23図 -35 内面 28.9 19.6% 80 0.1 10分 1.1

23図 -37 内面 21.71 65.4% 80 0.1 10分 0.89

23図 -38 内面 29.62 32.7% 80 0.1 10分 0.71

24図 -19 内面 53.95 48.0% 80 0.1 10分 1.2

24図 -16 内面 71.18 71.9% 0 0.1 5分 1.05

26図 -12 内面 87.33 49.2% 0 0.1 5分 1.14

29図 -10 内面 31.7 42.1% 0 0.002 20分 0.88

29図 -29 内面 7.51 44.9% 80 0.001 30分 0.91

間静置して，吸着した炭酸イオンなどを除去した．純水

で中性になるまで洗浄してから，80℃にして乾燥したも

のを加速器質量分析器（AMS）に供した．

　放射性炭素年代測定は試料をグラファイト化して，東

京大学総合研究博物館が所有する加速器質量分析装置を

用いて14C/13C/12C の存在比を測定した．まず，2～3mg

の精製試料を銀カップに秤量し，Elementar 社製 Vario 

ISOTOPE SELECT 元素分析計で燃焼した．次に精製

された二酸化炭素を真空ガラスラインに導入して，あら

かじめ鉄触媒約2mg を秤量したコック付き反応管に水

素ガス（炭素モル数の2.2倍相当）とともに封入する．

これを650℃で6時間加熱することで二酸化炭素から結

晶状のグラファイトに還元した（Omori et al. 2017）．

は，今後の中部日本地域に於ける押型文土器の編年を考

えるうえでも一定の成果を得たと考えている．

４．前処理法

　放射性炭素年代測定の前処理は，酸・アルカリ・酸洗

浄を実施した（de Vries & Barendsen 1954）．異物を除

去した試料を80℃にした1.2M 塩酸中に16～17時間静置

した後，水酸化ナトリウム溶液で土壌有機物（フルボ酸，

フミン酸）を除去した．水酸化ナトリウム溶液の濃度や

温度，反応時間は，試料の溶解性に応じて設定した（表

２）．アルカリ洗浄後に再び80℃の1.2M 塩酸中に約17時

― 156 ―

栗島義明・米田　穣



図９　宮ノ前遺跡における放射性炭素年代 
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表3-1　放射性炭素年代（１）
報告書図版 採取面 AMS測定 ID 慣用14C 年代 較正14C 年代確率密度分布（１SD） 較正14C 年代確率密度分布（２SD）
19図 -1 内面 TKA-20948 13036 ± 38 BP 15703 （68.3%） 15555 cal BP 15775 （95.4%） 15445 cal BP

19図 -3 内面 TKA-20667 10559 ± 31 BP
12668 （19.4%） 12640 cal BP
12625 （12.6%） 12608 cal BP
12537 （36.2%） 12495 cal BP

12684 （51.7%） 12588 cal BP
12548 （43.8%） 12485 cal BP

19図 -7 内面 TKA-20949 11909 ± 34 BP
13802 （52.0%） 13747 cal BP
13689 （10.4%） 13661 cal BP
13628 （ 5.9%） 13613 cal BP

14002 （ 8.8%） 13943 cal BP
13853 （ 1.3%） 13836 cal BP
13810 （56.4%） 13730 cal BP
13719 （29.0%） 13606 cal BP

19図 -10 内面 TKA-20924 12768 ± 36 BP 15286 （68.3%） 15161 cal BP 15366 （95.4%） 15087 cal BP

19図 -18 外面 TKA-20666 11653 ± 34 BP 13580 （31.1%） 13550 cal BP
13514 （37.2%） 13474 cal BP

13595 （41.8%） 13537 cal BP
13529 （53.7%） 13450 cal BP

20図 -1 内面 TKA-20947  9504 ± 30 BP
11061 （ 7.9%） 11042 cal BP
10998 （13.8%） 10972 cal BP
10780 （46.5%） 10698 cal BP

11069 （13.7%） 11021 cal BP
11015 （19.5%） 10953 cal BP
10871 （ 2.8%） 10847 cal BP
10816 （58.3%） 10657 cal BP
10616 （ 1.1%） 10602 cal BP

20図 -2 内面 TKA-20950  9629 ± 30 BP
11156 （31.8%） 11070 cal BP
10949 （30.3%） 10873 cal BP
10841 （ 6.2%） 10821 cal BP

11176 （37.4%） 11065 cal BP
11032 （ 5.6%） 11003 cal BP
10967 （52.4%） 10790 cal BP

20図 -6 内面 TKA-20925  9403 ± 30 BP 10679 （ 4.4%） 10672 cal BP
10664 （63.9%） 10579 cal BP

10717 （92.6%） 10559 cal BP
10535 （ 2.9%） 10515 cal BP

20図 -10 内面 TKA-20926  9743 ± 30 BP 11215 （68.3%） 11175 cal BP 11238 （92.4%） 11141 cal BP
11132 （ 3.0%） 11114 cal BP

20図 -10 外面 TKA-20927  9421 ± 30 BP 10693 （34.5%） 10647 cal BP
10630 （33.7%） 10585 cal BP 10741 （95.4%） 10571 cal BP

20図 -11 外面 TKA-20928  9517 ± 30 BP
11063 （13.1%） 11035 cal BP
11001 （17.0%） 10969 cal BP
10785 （38.1%） 10709 cal BP

11071 （41.2%） 10947 cal BP
10875 （ 5.7%） 10833 cal BP
10828 （48.6%） 10686 cal BP

20図 -12 内面 TKA-20929 10011 ± 31 BP

11611 （28.6%） 11526 cal BP
11505 （29.9%） 11421 cal BP
11411 （ 4.8%） 11396 cal BP
11371 （ 4.9%） 11353 cal BP

11702 （ 5.5%） 11665 cal BP
11650 （90.0%） 11312 cal BP

20図 -12 外面 TKA-20930  9569 ± 30 BP

11072 （26.2%） 10995 cal BP
10975 （ 9.9%） 10947 cal BP
10874 （13.5%） 10835 cal BP
10828 （18.6%） 10773 cal BP

11091 （95.4%） 10740 cal BP

21図 -4 内面 TKA-20931 10079 ± 31 BP

11802 （ 1.9%） 11794 cal BP
11750 （52.9%） 11609 cal BP
11530 （ 8.7%） 11503 cal BP
11425 （ 4.7%） 11408 cal BP

11813 （ 6.8%） 11774 cal BP
11767 （56.7%） 11595 cal BP
11588 （22.9%） 11467 cal BP
11448 （ 9.1%） 11402 cal BP

21図 -15 内面 TKA-20932  9276 ± 30 BP 10560 （ 9.5%） 10536 cal BP
10515 （58.8%） 10408 cal BP

10572 （89.2%） 10367 cal BP
10358 （ 3.0%） 10339 cal BP
10320 （ 3.3%） 10301 cal BP

21図 -16 内面 TKA-20933  9622 ± 30 BP

11144 （ 5.9%） 11123 cal BP
11114 （17.1%） 11069 cal BP
11021 （ 1.9%） 11014 cal BP
10953 （31.8%） 10871 cal BP
10847 （11.5%） 10810 cal BP

11174 （32.4%） 11063 cal BP
11036 （ 7.2%） 11000 cal BP
10970 （55.8%） 10784 cal BP

21図 -17 内面 TKA-20934  9462 ± 30 BP 10745 （59.3%） 10655 cal BP
10618 （ 9.0%） 10601 cal BP

11057 （ 0.6%） 11051 cal BP
10996 （ 3.4%） 10975 cal BP
10775 （91.4%） 10581 cal BP

21図 -20 内面 TKA-20935  9412 ± 30 BP 10685 （29.7%） 10645 cal BP
10633 （38.6%） 10584 cal BP 10738 （95.4%） 10565 cal BP

21図 -22 内面 TKA-20936  9343 ± 32 BP 10643 （ 4.6%） 10635 cal BP
10582 （63.7%） 10505 cal BP

10660 （89.3%） 10490 cal BP
10462 （ 6.2%） 10430 cal BP

23図 -19 内面 TKA-20937  9771 ± 31 BP 11230 （68.3%） 11192 cal BP 11245 （95.4%） 11173 cal BP

23図 -33 内面 TKA-20938  8775 ± 29 BP  9890 （21.1%）  9841 cal BP
 9801 （47.2%）  9695 cal BP

 9905 （92.2%）  9657 cal BP
 9645 （ 3.0%）  9605 cal BP
 9568 （ 0.3%）  9563 cal BP

23図 -35 内面 TKA-20939  8622 ± 30 BP
 9657 （ 4.6%）  9647 cal BP
 9604 （24.1%）  9570 cal BP
 9560 （39.6%）  9535 cal BP

 9677 （95.4%）  9533 cal BP

23図 -37 内面 TKA-20940  9640 ± 30 BP 11166 （41.4%） 11074 cal BP
10942 （26.8%） 10877 cal BP

11180 （46.0%） 11066 cal BP
11029 （ 3.7%） 11005 cal BP
10964 （33.8%） 10863 cal BP
10856 （11.8%） 10795 cal BP

23図 -38 内面 TKA-20941 10236 ± 31 BP 11947 （52.3%） 11870 cal BP
11863 （15.9%） 11833 cal BP

12041 （ 2.0%） 12016 cal BP
12005 （92.9%） 11816 cal BP
11774 （ 0.5%） 11766 cal BP
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表3-２　放射性炭素年代（２）
報告書図版 採取面 AMS測定 ID 慣用14C 年代 較正14C 年代確率密度分布（１SD） 較正14C 年代確率密度分布（２SD）

24図 -19 内面 TKA-20942  8748 ± 29 BP

 9886 （ 9.5%）  9857 cal BP
 9778 （51.8%）  9660 cal BP
 9642 （ 4.9%）  9626 cal BP
 9616 （ 2.2%）  9608 cal BP

 9893 （15.1%）  9834 cal BP
 9824 （76.1%）  9595 cal BP
 9579 （ 4.2%）  9557 cal BP

24図 -16 内面 TKA-20943  9678 ± 30 BP 11189 （65.9%） 11095 cal BP
10911 （ 2.4%） 10905 cal BP

11201 （75.0%） 11071 cal BP
10948 （18.7%） 10872 cal BP
10839 （ 1.8%） 10818 cal BP

26図 -12 内面 TKA-20944 10436 ± 31 BP

12588 （13.8%） 12547 cal BP
12487 （13.0%） 12453 cal BP
12353 （11.2%） 12326 cal BP
12304 （15.5%） 12266 cal BP
12230 （14.7%） 12193 cal BP

12606 （16.8%） 12538 cal BP
12495 （17.9%） 12426 cal BP
12400 （58.0%） 12167 cal BP
12153 （ 0.6%） 12144 cal BP
12122 （ 2.2%） 12102 cal BP

29図 -10 内面 TKA-20945  9983 ± 31 BP
11604 （13.6%） 11557 cal BP
11499 （21.0%） 11432 cal BP
11405 （33.6%） 11316 cal BP

11684 （ 1.1%） 11674 cal BP
11616 （22.8%） 11522 cal BP
11509 （71.6%） 11270 cal BP

29図 -29 内面 TKA-20946  6508 ± 26 BP
 7463 （ 7.9%）  7452 cal BP
 7431 （20.1%）  7421 cal BP
 7381 （40.3%）  7339 cal BP

 7480 （19.2%）  7440 cal BP
 7435 （24.3%）  7415 cal BP
 7398 （51.9%）  7326 cal BP

の攪乱要因が考えられるので，数百年程度の変動が含ま

れている可能性を考慮する必要がある．

６．考察

　既に述べたように，宮ノ前遺跡は細石器群から神子柴

系の石器群を経て隆起線文土器，表裏縄文土器，そして

押型文土器と，旧石器時代の終末期から縄文時代早期前

葉にまで至る，複数時期の遺物が検出された希有な遺跡

と評価できる．加えて河岸段丘上に位置した内陸部の遺

跡としては例外的に土層堆積状態が良好であり，報告書

に依拠する限り16層（先隆起線文），15層（隆起線文），

14層（？），13層（表裏縄文），12-10層（押型文）と，

細分層を含めて都合8つの地層から異なった土器型式が

層位的な上下関係を保持しつつ確認されている．

　今回の分析によって，同一遺跡で複数型式の土器群に

ついて年代測定が行われた結果，これまでの評価や不確

定であった課題点の幾つかに再考を促す機会となった．

同時に今回，複数土器型式の年代値が得られたことに

よって新たな問題点の存在が浮上した事実も否定できな

い．以下，こうした問題点に関わる概要を記すと共に若

干の検討をおこなっておきたい．

　最初に確認しておかなければならない分析結果の一つ

として，従来から隆起線文よりも古く位置づけられる可

能性が指摘された資料，第19図3･18の土器に対する放射

　グラファイトの放射性炭素同位体存在比（14C/12C）測

定は，複数の濃度既知の標準物質とバックグランドから

作成した検量線を作成し，同位体分析効果を AMS にて

同時測定したδ13C 値を用いて補正した．放射性炭素年

代は慣用14C 年代（年 BP；Stuiver and Polach 1977）と

して算出し，さらに較正曲線 IntCal20と年代較正プログ

ラム OxCal4.4を用いて較正14C 年代の確率密度分布を推

定した（Bronk Ramsey 2009，Reimeret al. 2020）．

５．分析結果

　測定に供した29点の分析結果を表３に示す．較正年

代の確率密度分布については図5において，気候変動

を参照するためにグリーンランド氷床コア NGRIP の酸

素同位体比と対比した（NGRIP Community Members 

2004）．隆起線文土器群はベーリング・アレレード温暖

期よりも古い最終氷期最寒冷期にさかのぼる時期から完

新世直前のヤンガードリアス期寒冷期の較正年代を示し

たのに対し，表裏縄文土器群は完新世前期に相当する年

代に集中した．一方，押型文土器群は更新世末から完新

世前期の比較的幅広い年代を示した．同じ土器の内外面

から付着炭化物を採取した第20図10と第20図12では，前

者では内面が320 14C 年ほど古いのに対し，後者では外

面の方が440年ほど若い年代を示している．内面では海

洋リザーバ効果，外面では燃料に由来する古木効果など
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15の10,580calBP であった．一方で同一土器片（第20図

10･12）の表裏面から採取された付着炭化物では，得ら

れた放射性炭素年代に若干の食い違いが見られたが，今

後はその攪乱要因等についても明らかにしていく必要が

あろう．本例では2点共に外面よりも内面の方が古い年

代を示す傾向が見られた．いずれにせよ施文手法や口縁

部形態などから判断しても，単一の型式学的特徴を備え

た当該表裏縄文土器群の炭素年代が明瞭な数値的まとま

りを示すことが提示された点は，今回の資料分析の大き

な成果と位置づけることができる．

　ところで，宮ノ前遺跡のある岐阜県北部の飛騨地方は，

著名な押型文土器型式の一つである沢式土器分布の中心

地でもある．本遺跡からも12層を中心に土器胎土中に黒

鉛を含み，山形文を中心とした帯状施文が横位・縦位の

構成を持つ，典型的な沢式押型文土器が多数検出されて

いる．本報告では同一の文様及び文様構成を持った押型

文土器のなかでも，特に沢式を独立した型式として扱っ

ているが，この背景には層位的状況と共に粘土中に混入

する黒鉛の産地が遺跡周辺に存在することも関係してい

るのであろう．現在，判明している代表的な黒鉛産地

（宮川町万波・河合町天生峠）は，何れも遺跡から10～

20km の範囲内にあるという事実も無視できない．加え

て当該型式の標準遺跡である沢遺跡も直線距離で10km

程しか離れておらず，飛騨地方で30カ所以上に及ぶ沢式

土器分布の中心部に宮ノ前遺跡が存在していると見做す

こともできる．

　そのような沢式を中心とした押型文土器の年代値で

あるが，今回の分析では11,000年代を示す一群と大凡

10,000年を示す一群とに分かれる結果となった．例えば

第23図19･37･38の資料は11,000年よりも古い年代値を示

す一方，同じく第23図33･35の資料は10,000年を若干下

回る数値を示している．沢式と理解される土器型式に

千年にも及ぶ時間幅が在ったとは到底考えられないう

え，それに対応した型式的変化をこれらの土器群中に見

出すことは不可能にちかい．加えて胎土中に黒鉛を含

まない帯状施文の一群に於いても，第24図16の資料は

11,189calBP，一方で同19では9,886calBP と同様な二つ

の年代値群へと分離しているものの，例えば後者では異

方向（縦横）の山形文の組み合わせに加え口縁部内面へ

性炭素年代が得られたことにある．二つの土器資料は草

創期に特有な各種隆線や爪形などの文様を持たず，口唇

部に刻みを有する無文の土器で，特に後者では口縁部に

並行して粒状の円形浮文が2個並ぶように配されてい

る．先ずはこうした特徴を踏まえて報告書でも「豆粒文」

との評価を下すこととなったのであろう．更に見落とせ

ない状況証拠として，土器群の層位的関係についても指

摘しておく必要がある．報告書では複数の土器群が「隆

起線文土器包含層と細石刃核包含層の間・・・青灰色シ

ルト層が確認され・・・隆起線文土器とは異なる土器片

をはじめ，先刃掻器や円形掻器・尖頭器に伴って・・・

削片系の細石刃関連資料が包含」されていたと記載され

ている（報告書20頁）．ここで指摘されている箇所が層

位的には16層と認定されたものであり，同層は更に二つ

に分層（16a 層 : 青灰色シルト層，16b 層 : 灰褐色細粒砂

層）されている．分析された資料がいずれの層位から出

土してか不明だが，二つの土器付着物から得られた較正

年代は12,668calBP1,13,580calBP という，明らかに隆起

線文に後続する年代値であった．今回の分析によって得

られた成果を念頭に置く限り，当該資料の出土状況等に

関しての報告書記載，特に隆起線文文化層に先行する層

位的関係は無論のこと，神子柴系石器群や削片系細石刃

関連資料との共伴関係等についても一旦は清算し，その

うえで土器型式自体を再検討すべき点を認めざるを得な

いであろう．

　一方で，15層に包含された隆起線文土器群の年代値

（第19図1：15,703calBP，19図10；15,286calBP）は，こ

れまでに報告されているデータと極めて整合的であると

判断される．対象資料は共にやや太めの粘土紐を土器器

面に貼り付け，狭い口縁部文様帯が構成されている点，

そして波状の加飾効果を狙った施文手法は，当該土器型

式でも古相段階の特徴と判断されているからである．得

られたデータについてはこれまで草創期資料が少なかっ

た当該地域での指標的な炭素年代値と位置付けられる．

　さて，次に興味深いものが13層から得られている表

裏縄文土器群に関わる年代であり，11点の資料群はそ

れぞれが大凡11,000calBP 前後の数値での良好なまとま

りを示している．最も古い数値を示すのが第21図4の

資料で11,802calBP，新しい年代値を示したのが第21図
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図10　旧石器～縄文移行期の石器群
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片系白滝型の細石核とは，明瞭な型式差を有しており編

年的関係を反映した層位として捉えて良いであろう．問

題は後者の削片系細石刃核に関する系統とその石器組成

についてであり，2点出土している細石刃核は何れも黒

曜石を素材としてその打面が擦りガラス状に加工された

所謂白滝型と認定される一群で，北海道から東北地域を

中心に点在する当該型式の最西地点での検出例となって

いる（栗島2021）．近年ではこの細石刃核に関連すると

考えられる黒曜石製削片の一部について，秋田県男鹿産

の黒曜石を用いていたことが報告されているが（青木他

2021），細石刃核の技術的特徴に加えて利用石材を含め

た系統関係など検討すべき新たな課題も見えてきた．加

えて同一層中から出土した掻 ･削器類に加えて，石槍や

石斧様の石器群についての共伴関係についても，中部地

方北部に点在する樽口遺跡や上原 E 遺跡の石器群様相

を念頭に置く限り，肯定的に捉えてゆく必要についても

見落としてはならない．恐らくそのような研究視点の先

には旧石器から縄文への移行に関わる石器群交替につい

て，南関東地域との有効な比較検討の具体的方法が浮か

び上がってくる蓋然性がたかい．いずれにしてもこの宮

ノ前遺跡の土器群・石器群に関する再検討は今後も継続

してゆく必要があるし，その価値は十分にあると考えら

れるのである．
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Abstract

Miyanomae site located in northern Gifu Prefecture is known as a compound site from Paleolithic to Early Jomon. 

Especially multiple types of pottery such as Ryukisenmon, Hyorijomon, and Oshigatamon were yielded stratigraphically 

from Incipient Jomon to the beginning of Early Jomon, and as they are equivalent to the end of Pleistocene to 

early Holocene, acquiring radiocarbon dating on the pottery is significant in order to learn pottery chronology and 

environmental change of the period for not only in northern Chubu but also the whole East Japan region. In this analysis, 

dates of Ryukisenmon were recognized as relative to the Last Glacial Maximum to just before the Holocene, and dates of 

Hyorijomon were relative to the early Holocene. On the other hand, dates of Oshigatamon were spread to a relatively wide 

period from the end of the Pleistocene to early Holocene. Radiocarbon dating yielded from the excavated pottery from this 

site could be a standard in the future in regard to considering Incipient Jomon in central Japan.

Keywords : Incipient Jomon, radiocarbon dating, Ryukisenmon pottery, Hyorijomon pottery, Oshigatamon pottery
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